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福
岡
大
学 

「
な
に
こ
れ
？
キ
ー
ワ
ー
ド
」  

 

　
福
岡
大
学
の
卒
業
生
は
約
20
万
人
。
中
規
模
の
都
市

人
口
に
匹
敵
す
る
こ
の
総
数
は
、71
年
の
歴
史
の
中
で
積

み
重
ね
ら
れ
た
、私
た
ち
の
か
け
が
え
の
な
い
宝
も
の
で
す
。

「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー（
卒
業
生
の
集
い
）」
は
2
0
0
2

年
、卒
業
生
へ
の
感
謝
の
一
環
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、卒
業
生
を
母
校
に
招
待
し
て
本
学
と
の
絆
を
深

め
て
い
た
だ
く
と
共
に
、卒
業
生
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
も
の
。
初
回
の
盛
況
を
受
け
、以
後
毎

年
「
学
園
祭
」
の
時
期
に
行
わ
れ
る
行
事
と
し
て
定
着
し

ま
し
た
。
学
長
あ
い
さ
つ
や
在
学
生
代
表
の
あ
い
さ
つ
、記

念
講
演
会
、本
学
交
響
楽
団
の
コ
ン
サ
ー
ト
、懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー

な
ど
内
容
は
盛
り
だ
く
さ
ん
。
年
々
参
加
者
も
増
え
て
い

ま
す
。
ほ
ぼ
3
世
代
に
わ
た
る
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
年
に
1
度
、

ホ
ー
ム（
母
校
）に
招
か
れ
る
。
旧
交
を
温
め
る
と
と
も
に
、

世
代
を
超
え
た
新
し
い
交
流
が
生
ま
れ
る
。
そ
の
交
流
か

ら
文
化
・
経
済
活
動
や
地
域
・
国
際
活
動
が
生
ま
れ
る
。こ

の
よ
う
な
「
人
的
循
環
」
こ
そ
が
、福
岡
大
学
を
福
岡
大

学
た
ら
し
め
る
、大
き
な
原
動
力
な
の
で
す
。
 

福岡大学学園通信 

今年度前半の交換留学、海外研修を終えて 
OB・OGメッセージ 私のチャレンジ4年間 

夢へ手を伸ばす日々 
─福大生たちのグラフィティ 

 

福岡大学特別講演会2005

「みんなで守ろう地球環境」 
地球温暖化防止のための 
京都議定書の成立と今後の課題 
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このマークは、大学基準協会が
大学基準に適合していると認定
した大学に対して与えるものです。

表紙のタイトル

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
メ
ッ
セ
ー
ジ

私
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
4
年
間

〈F
D
. N
E
W
S

〉

◎
超
臨
界
流
体
の
高
度
利
用
―
有
害
な
有
機
溶
剤
を
用
い
な
い
機
能
性
材
料
の
開
発
―  

◎
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
類
の
抗
酸
化
作
用
と
そ
の
機
能
性
に
関
す
る
研
究 

 

誌
上
特
別
講
座

「
こ
れ
な
ら
わ
か
る
！
研
究
推
進
部
の
研
究
」

夢
へ
手
を
伸
ば
す
日
々
―
福
大
生
た
ち
の
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ

新
刊
本
紹
介
　
福
大
生
に
こ
の
一
冊
！

「
福
岡
大
学
を
学
ぶ
」

【
コ
ラ
ム
】ヘ
ル
シ
ー 

モ
ー
ニ
ン
グ 

レ
シ
ピ
「
パ
リ
の
カ
フ
ェ
の
プ
デ
ィ
ン
グ
」

【
コ
ラ
ム
】
2
枚
の
写
真
か
ら
│
福
岡
大
学
の
今
、あ
の
頃
│

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
―
心
を
開
い
て
、

み
ん
な
を
キ
ャ
ン
パ
ス
に
迎
え
た
日
。

「
人
の
間
で
、心
悩
ま
せ
る
秋
。」
 

ハ
ー
ト
・
ダ
イ
ア
リ
ー

学
生
の
自
主
的
な
創
造
力
と
行
動
力
を
本
学
が
支
援
 

選
考
の
結
果
、4
件
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
決
定
！
 

あ
の
日
、あ
の
時
。

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
京
都
議
定
書
の
成
立
と
今
後
の
課
題
 

地
域
へ
、世
界
へ
。

福
岡
大
学
決
算
2
0
0
5
レ
ポ
ー
ト

大
学
を
取
り
巻
く
厳
し
い
環
境
下
、

更
な
る
改
革
や
充
実
を
図
る
。

な
な
く
ま
通
信

第
二
記
念
会
堂
・
1
号
館

FDは、このキャンパスで在学生の皆さん一人ひとりが、美しく
素敵な夢（FINE DREAM）を育んでくれるように
との願いを込めるとともに、あわせてFUKUOKA DAIGAKU
の頭文字を構成し、愛称として名付けられています。

　
昭
和
60
年
8
月
、『
キ
ャ
ン
パ
ス
公
開
』
。

福
岡
大
学
を
も
っ
と
よ
く
知
っ
て
も
ら
お

う
と
の
想
い
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
当
時
、殆
ど
の
教
室
に
冷
房
は
な
く
、唯
一

そ
の
設
備
の
あ
る
大
教
室（
8
3
1
番
教
室
）

で
、映
画『
福
岡
大
学
』が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
動
画
配
信
な
ど
と
は
程

遠
い
、ア
ナ
ロ
グ
全
盛
の
時
代
で
し
た
。

　
そ
の
様
子
を
紹
介
す
る
福
岡
大
学
学
園

通
信
の
取
材
に
、当
時
の
工
学
部
長
・
森
脩

教
授
が
、大
学
の
魅
力
と
は
、自
ら
の
地
道

な
努
力
に
よ
り
現
れ
る
。
そ
の
努
力
、そ
の

成
長
を
見
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、多
く
の

方
々
が
福
岡
大
学
に
目
を
向
け
て
く
れ
る
。

そ
う
す
れ
ば
良
い
人
材
が
集
ま
り
、さ
ら
に

よ
い
大
学
が
で
き
る
と
、そ
の
想
い
を
語
っ

て
い
ま
し
た
。

　
20
年
の
時
を
経
て
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

は
、参
加
者
5
4
7
人
の
と
て
も
小
さ
な

始
ま
り
が
、8,
0
7
8
人
も
の
方
々
に
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
に
成

長
し
ま
し
た
。

　
迎
え
る
私
た
ち
の
想
い
も
規
模
と
共
に

膨
ら
ん
で
い
ま
す
。

「Imagine」。想像してごらん、とジョン・レノ
ンは歌う。世界中のすべての人々が平和の
うちに暮らしていることを。すべての人々がこ
の世界を分かち合っていることを。 
考える、想像するだけではいけないけれど、
すべての行動はその思索から始まる。  
「hope」。そして、ジョン・レノンは願う。
いつの日か君も仲間に加わってくれ。そうす
れば、この世界はひとつになって動くから。

「思索。想像してごらんと
　ジョン・レノンは歌う。」 

オープン
キャンパス

福岡大学の 
ある風景 

小さな始まりが大きく成長。 
─500人から8，000人へ─ 

 

▲昭和60年の『キャンパス公開』風景。
　学而会館横の受付

修
学
・
講
義
編
 

今
年
度
前
半
の
交
換
留
学
、 

海
外
研
修
を
終
え
て
 

　学校法人福岡大学は、外部評価の一環として、株式会
社格付投資情報センター（R&I）から昨年に引き続き発行
体格付け「AA－」（ダブルAマイナス）を取得しました。
　これは、21段階ある格付けの上から4番目という高い評価
であり、本学の歴史や伝統、健全な財政運営に基づいた
教育研究・医療における様々な取り組みが総合的に高く
評価されたものです。
　本学は、この高い評価を維持・向上させるため、今後も教
学と経営の一層の充実に努め、教育力の高い魅力ある学
園づくりを目指します。

学校法人福岡大学が
「AA－」の格付けを維持

教
育
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
る
福
岡
大
学
の
父
母
懇
談
会
。

福
岡
大
学
特
別
講
演
会
2
0
0
5

福
岡
大
学
創
立
70
周
年
記
念
事
業

福
岡
大
学
創
立
75
周
年
記
念
事
業
「
学
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

図
書
館
便
り
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本
年
度
も
6
月
12
日
を
皮
切
り
に
7
月
2

日
ま
で
父
母
懇
談
会
が
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
父
母
懇
談
会
は「
福
岡
大
学
の
近
況
」
や
「
教

育
・
研
究
・
学
生
生
活
な
ど
福
岡
大
学
の
成
果
」

を
在
学
生
の
ご
父
母
を
対
象
に
お
伝
え
す
る
こ

と
を
大
き
な
目
的
と
し
て
、後
援
会
と
の
共
催

に
よ
り
平
成
元
年
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
各
地

と
も
隔
年
で
開
催
し
て
お
り
、17
回
目
を
迎
え

る
今
回
は
、広
島
・
宮
崎
・
熊
本
・
北
九
州
・
松
山
・

佐
賀
の
各
地
で
開
催
さ
れ
、合
計
で
1,
1
8
5

人
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

本
学
か
ら
の
説
明
会
、大
学
紹
介
ビ
デ
オ
上
映
、

そ
し
て
長
時
間
の
個
別
相
談
会
に
大
別
さ
れ
ま

す
。
出
席
さ
れ
た
方
の
ほ
と
ん
ど
が
参
加
さ
れ

る
の
が
、こ
の
個
別
相
談
会
で
す
。

　
社
会
の
Ｉ
Ｔ
化
が
進
み
、多
く
の
情
報
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
迅
速
・
簡
単
に
手
に
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

細
か
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
や
想
い
は
、直
接
向
き
合
っ
て

話
し
合
わ
な
け
れ
ば
伝
わ
ら
な
い
と
本
学
は
考

え
て
い
ま
す
。そ
れ
が
ご
父
母
に
と
っ
て
、何
よ
り

大
切
な
ご
子
女
の
こ
と
な
ら
、な
お
さ
ら
で
す
。

自
分
の
子
が
福
岡
大
学
で
ど
の
よ
う
な
学
生
生

活
を
送
っ
て
い
る
の
か
、成
績
は
ど
う
な
の
か
、就

職
は
…
。
そ
の
想
い
に
面
談
で
誠
実
に
お
応
え

す
る
の
が
、父
母
懇
談
会
の
も
う
一
つ
の
大
き
な

目
的
な
の
で
す
。
個
別
相
談
は
午
前
と
午
後
に

十
分
な
時
間
を
充
て
て
い
ま
す
。ま
た
、担
当
教

員
の
ほ
か
、多
く
の
職
員
が
専
門
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
参
加
し
て
い
ま
す
。
1
年
次
は
修
学
や
課
外

活
動
、2
年
次
は
単
位
取
得
と
、学
年
に
よ
っ
て

相
談
の
多
い
内
容
は
異
な
り
ま
す
が
、や
は
り
多

数
を
占
め
る
の
は
就
職
・
進
路
に
つ
い
て
の
相
談

で
す
。

　
本
学
で
は
豊
富
な
情
報
や
資
料
を
も
と
に
、

学
生
一
人
ひ
と
り
の
進
む
べ
き
道
を
共
に
考
え
、

懇
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、課
外
活
動
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
寮
・
ア
パ
ー
ト
な
ど

の
生
活
面
や
健
康
面
、精
神
的
な
悩
み
な
ど
に

つ
い
て
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
個
人
情
報
保
護
条
例
が
施
行
さ
れ
、学
生
一
人

ひ
と
り
の
成
績
な
ど
は
、本
人
の
許
可
な
し
で
は

ご
父
母
の
方
々
に
送
付
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

ご
父
母
か
ら
ご
子
女
に
激
励
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、本
学
ス
タ
ッ
フ
が
直
接
お

会
い
し
て
、ご
子
女
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

を
お
話
す
る
こ
と
が
、よ
り
重
要
と
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。ま
た
、福
岡
大
学
の
「
情
報
公
開
」
と
い

う
義
務
に
伴
う
「
説
明
責
任
」
を
果
た
す
場
と
し

て
、父
母
懇
談
会
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、双
方
が
深
く
広
く
語
り
合
う
こ

と
で
、福
岡
大
学
へ
の
ニ
ー
ズ
、福
岡
大
学
発
展
へ

の
シ
ー
ズ（
種
＝
ヒ
ン
ト
）を
得
る
こ
と
に
も
意
義

が
あ
り
ま
す
。
父
母
懇
談
会
後
、参
加
さ
れ
た
方

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
多
く
の
方
か
ら
「
参

考
に
な
っ
た
」
と
い
う
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
反
面
、案
内
状
を
送
付
し
て
も
約
9
割
が

ご
出
席
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。
今
後
は
欠
席
の
方
の

心
情
な
ど
を
探
り
つ
つ
、会
場
の
増
加
や
各
開
催

ご
と
の
案
内
状
送
付
エ
リ
ア
拡
大
な
ど
改
善
・
改

革
を
進
め
、父
母
懇
談
会
を
さ
ら
に
充
実
し
た

も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
 

「直に会って、直に話す教育」 

列をなす参加者に 
予定を繰り上げ受付開始！ 
恒例の「オープンキャンパス」が、8月6

日、本学キャンパスで開催されました。

地下鉄が開通したこともあり、今年の

来学者は昨年より大幅増の8,078人。

午前9時過ぎには来学者が列をなし、混

乱を避けるため予定を早め、受付を開始

するというスタートとなりました。大勢の

来学者は、希望の学部説明会や個別

相談会へ。また、大学の講義・実験・実

習を体験する模擬講義や、理系学部の

公開実験・施設見学などにも多くの人

が集まりました。今年も遠方からの来学

者や地域の子どもたちなども多く、「オー

プンキャンパス」が学園祭と並ぶビッグ

イベントとなったことを実感させました。

父
母
懇
談
会
は 

「
出
前
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
と
考
え
て
い
ま
す
。 

副学長
新関 輝夫 

　
私
は
「
バ
ー
チ
ャ
ル
」
と
い
う
概
念

が
万
能
で
あ
る
か
ど
う
か
、常
々
疑

問
を
抱
い
て
い
ま
す
。
ど
れ
ほ
ど
に

優
れ
た
バ
ー
チ
ャ
ル
を
持
っ
て
し
て
も
、

実
体
は
伴
い
ま
せ
ん
。
名
物
ラ
ー
メ
ン

を
再
現
し
て
も
、そ
の
匂
い
や
味
や
ニ
ュ

ア
ン
ス
は
伝
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
教
育

も
同
じ
で
す
。
教
育
と
は
あ
く
ま
で

「
面
と
面
で
向
き
合
う
も
の
」
な
の

で
す
。
福
岡
大
学
の
本
質
と
学
生

一
人
ひ
と
り
の
個
性（
成
績
や
生
活

も
含
め
て
）を
正
確
に
緻
密
に
お
伝

え
す
る
に
は
、や
は
り
直
接
見
て
い

た
だ
く
、話
を
聞
い
て
い
た
だ
く
の
が

ベ
ス
ト
な
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

で
き
れ
ば
本
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
て
い

た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、遠
方
の
場
合
、

時
間
的
に
も
無
理
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
私
た
ち
が
各
地
へ
出
向
く
。

つ
ま
り
、父
母
懇
談
会
は
「
出
前
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
な
の
で
す
。
来
年

度
か
ら
は
全
国
に
在
住
の
ご
父
母
全

員
に
案
内
状
を
送
付
す
る
と
と
も
に
、

開
催
地
を
増
や
す
こ
と
を
検
討
し

て
い
ま
す
。「
出
前
先
」
は
多
い
に
越

し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら（
笑
）。

　
さ
て
、受
験
生
に
対
す
る
「
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」で
す
が
、当
初
の「
進

学
説
明
会
」
と
い
う
目
的
か
ら
、本

学
と
本
学
の
「
知
」
を
地
域
に
広
く

開
放
す
る
「
福
大
フ
ェ
ア
」
の
よ
う
な

位
置
付
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。
当
日

の
参
加
者
に
は
遠
く
秋
田
か
ら
来
ら

れ
た
方
も
あ
り
、中
学
生
や
小
学
生

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今

後
も
「
福
大
フ
ェ
ア
」
を
進
め
、夏
の

大
き
な
知
的
イ
ベ
ン
ト
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

「学部ガイド」「福岡大学学園通信」など、
情報公開の考え方に基づいた本学の刊行
物にも、多くのご父母が興味を持っている

最近は母親だけでなく、父親の参加も増えた。学業成績はもちろんのこと、
就職や進路についての相談にも熱心だ 

父母懇談会には山下学長をはじめ、各学部長、
教授陣も多く参加し、懇切丁寧に対応しています
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高圧力状態の二酸化炭素などによる
地球環境に優しい製造技術の開発

研究代表者 三島　健司
（工学部助教授） 

 

研
究
推
進
部
の
研
究

も
っ
と
身
近
に
、も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
。 

研
究
推
進
部
の
研
究
活
動
を
紹
介
す
る
シ
リ
ー
ズ
。 

今
回
は
「
超
臨
界
流
体
の
高
度
利
用
―
有
害
な
有
機
溶
剤
を
用
い
な
い
機
能
性
材
料
の
開
発
―
」
と 

「
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
類
の
抗
酸
化
作
用
と
そ
の
機
能
性
に
関
す
る
研
究
」
を
紹
介
し
ま
す
。 

　
い
く
ら
圧
力
を
加
え
て
も
液
化

し
な
い
温
度（
臨
界
温
度
32
℃
）で
、

臨
界
圧
力
72
a
t
m
を
超
え
た

状
態
の
二
酸
化
炭
素
を
「
超
臨
界

二
酸
化
炭
素
」
と
い
い
ま
す
。こ
の

高
圧
力
状
態
の
二
酸
化
炭
素（
圧

力
2
0
0
a
t
m
程
度
）を
用
い

た
実
用
装
置
の
利
用
が
進
ん
で
い

ま
す
。

　
私
た
ち
の
研
究
室
で
は
「
超
臨

界
二
酸
化
炭
素
」
技
術
を
用
い
て
、

実
験
装
置
を
実
用
可
能
な
装
置

＝
実
用
装
置
ま
で
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ

プ
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。二
酸
化
炭
素
は
地
球
温
暖

化
ガ
ス
で
あ
り
、そ
の
回
収
は
重

要
な
課
題
で
す
。こ
の
よ
う
に
高

圧
ガ
ス
と
し
て
利
用
し
た
、グ
リ
ー

ン
プ
ロ
セ
ス（
地
球
に
優
し
い
製
造

技
術
）の
開
発
は
、社
会
的
な
ニ
ー

ズ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
私
た
ち
の
研
究
室
で
は
実
用

装
置
を
使
用
し
て
、機
能
性
マ
イ

ク
ロ
カ
プ
セ
ル
の
製
造
、ダ
イ
オ
キ

シ
ン
等
の
有
害
化
学
物
質
の
分
離
・

濃
縮
や
分
解
、生
ゴ
ミ
か
ら
の
生

分
解
性
高
分
子
発
泡
体
の
製
造
、

遺
伝
子
の
高
速
増
殖
技
術
、廃
液

を
出
さ
な
い
染
色
技
術
、機
能
性

高
分
子
材
料
の
開
発
な
ど
に
関

す
る
研
究
を
行
っ
て
お
り
、す
で
に

い
く
つ
か
は
実
用
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
研
究
を

な
ぜ
始
め
た
？

こ
の
研
究
の
ユ
ニ
ー
ク

ポ
イ
ン
ト

高
圧
力
状
態
の
二
酸
化
炭
素（
圧

力
2
0
0
a
t
m
程
度
）を
用
い

た
実
用
装
置
を
用
い
て
、ナ
ノ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
や
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど

広
い
分
野
で
の
材
料
や
商
品
づ
く
り

の
技
術
を
開
発
す
る
。
 

こ
の
研
究
は

何
に
役
立
つ
？

有
害
な
有
機
溶
剤
を
使
わ
な

い
材
料
や
商
品
の
開
発
に
貢
献
、

二
酸
化
炭
素
を
回
収
し
て
有
効
利
用

で
き
る
。つ
ま
り
、グ
リ
ー
ン
プ
ロ
セ
ス

の
発
展
に
役
立
つ
。 

○
た
と
え
ば
、な
ぜ
赤
ワ
イ
ン
に
含
ま

れ
る
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
は
体
に
良
い
の

か
？
 

○
そ
の
機
能
は
科
学
的
に
解
明
さ
れ
て

い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
 

○
医
食（
薬
食
）同
源
の
観
点
か
ら
、食

品
の
持
つ
新
し
い
機
能
―
効
果
が
、「
予

防
医
学
」
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。
 

○
天
然
物
の
抗
酸
化
作
用
な
ど
を
科

学
的
に
証
明
し
、ま
た
有
用
な
成
分

を
発
見
す
る
こ
と
で
「
病
気
に
な
ら

な
い
体
づ
く
り
」
に
役
立
ち
た
い
。
 

ポリフェノール類の抗酸化作用とその機能性に関する研究

和漢薬や食品などの薬効を科学的に証明し、
かつ発見していく 

　
私
た
ち
は
、野
菜
や
果
実
、お

茶
や
ワ
イ
ン
な
ど
を
通
し
て
天
然

抗
酸
化
物
質
を
摂
取
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、こ
の
よ
う
な「
非
栄
養
素
」

と
呼
ば
れ
る
も
の
と
健
康
へ
の
関

わ
り
が
注
目
さ
れ
始
め
た
の
は
最

近
の
こ
と
で
す
。た
と
え
ば
、フ
ラ

ボ
ノ
イ
ド
は
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
、抗
炎

症
、抗
ウ
ィ
ル
ス
な
ど
の
生
理
機

能
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、そ

の
生
体
へ
の
吸
収
や
代
謝
な
ど
は

不
明
な
点
が
多
く
、生
理
活
性

物
質
と
し
て
注
目
さ
れ
る

こ
と
は
少
な
か
っ
た
と
い
え

ま
す
。
同
じ
よ
う
な
こ
と
は
、

動
脈
硬
化
、ガ
ン
、糖
尿
病

な
ど
の
一
因
と
い
わ
れ
る
活

性
酸
素
を
予
防
す
る
「
抗

酸
化
物
質
」
に
も
い
え
る
で

し
ょ
う
。

　
私
た
ち
の
研
究
室
は
、天

然
物
の
抗
酸
化
機
能
に
つ

い
て
、そ
の
有
効
性
を
科
学

的
に
証
明
す
る
研
究
を
進

め
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は

健
康
食
品
と
し
て
流
通
し

て
い
る
「
大
麦
若
葉
」
の
抗

酸
化
作
用
解
析
、ダ
イ
エ
ッ

ト
飲
料
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
る
「
苦
丁
茶
」
の
成
分

検
索
や
抗
酸
化
作
用
解
析
な
ど

で
す
。
ま
た
、緑
茶
を
含
む
数
種

の
食
品
や
天
然
薬
物
の
ポ
リ
フ
ェ

ノ
ー
ル
に
つ
い
て
の
腫
瘍
細
胞（
ガ

ン
）増
殖
抑
制
作
用
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
ま
す
。

　
昔
か
ら
「
体
に
良
い
」
と
さ
れ

る
民
間
治
療
薬
的
な
植
物
や
食

品
、そ
れ
ら
の
有
効
性
を
科
学
的

に
証
明
し
、ま
た
有
用
な
成
分
を

発
見
す
る
こ
と
は
、予
防
医
学
の

点
で
も
重
要
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
研
究
を
な
ぜ
始
め
た
？

こ
の
研
究
の
ユ
ニ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト

こ
の
研
究
は
何
に
役
立
つ
？

天
然
物
の
抗
酸
化
能
な
ど
の
知
見
は
、

こ
れ
ら
を
含
む
食
品
、ハ
ー
ブ
や
和
漢
薬

を
人
が
摂
取
し
た
時
の
効
能（
薬
効
）を
解
析

す
る
上
で
重
要
に
な
る
。 

1986年姫路工業大学大学院工学研究科
　　　　博士後期課程修了
1992年から福岡大学工学部化学工学科
　　　（現化学システム工学科）助教授
専門：工業物理化学・化学工学

研究代表者 大川　雅史
（薬学部助手） 

 2000年熊本大学大学院薬学研究科　
　　　 博士後期課程中退
2004年から福岡大学薬学部助手
専門：生薬学

○
今
ま
で
に
あ
ま
り
試
み
ら
れ
な
か
っ
た
、

天
然
物
の
有
効
性
を
科
学
的
に
証
明

す
る
。 
 

○
大
麦
若
葉
や
苦
丁
茶
な
ど
、な
じ
み

の
深
い
天
然
物
を
素
材
に
し
て
研
究

す
る
。―
実
用
的
 

○
高
圧
力
状
態
の
二
酸
化
炭
素
や
水
を
用
い
た
実

用
装
置
を
使
っ
て
新
し
い
材
料
や
医
薬
品
、機

能
食
品
な
ど
を
作
る
。 

○〈
実
用
化
さ
れ
た
一
例
＝
化
粧
品
〉 

　
超
臨
界
二
酸
化
炭
素
を
用
い
て
高
分
子
微
粒

子
を
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
て
マ
イ
ク
ロ
カ
プ
セ
ル
に

す
る
。

○
微
粒
子
だ
か
ら
吸
収

し
や
す
い
。

　
皮
膚
感
覚
に
近
く
、

　
な
め
ら
か
。

○
二
酸
化
炭
素
の
有
効

利
用
で
、グ
リ
ー
ン
プ

ロ
セ
ス
！（
地
球
に
優

し
い
製
造
技
術
）

二
酸
化
炭
素
は
地
球
温
暖
化

ガ
ス
で
あ
り
、そ
の
回
収
は
重
要

な
課
題
。
私
た
ち
の
技
術
で
課
題
解
決

に
貢
献
で
き

な
い
だ
ろ
う

か
。 

健
康
食
品
、サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
新
開
発
。

民
間
治
療
薬
的
な
天
然
物
の
薬
効
を

証
明
す
る
こ
と
で
、

安
心
し
て
摂
取

で
き
る
＝
予
防

医
学
の
充
実
と

進
歩
に
役
立
つ
。 

水中への
急速膨張により

製造した
高分子微粒子
（ポリ乳酸）

▲
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明
日
、ネ
パ
ー
ル
へ
出
発
と
い
う
慌
た
だ
し
さ
の
中
。
重
川
英

介
は
、そ
れ
で
も
快
く
取
材
に
応
じ
て
く
れ
た
。
場
所
は
彼
の

マ
ン
シ
ョ
ン
の
部
屋
。
失
礼
を
承
知
で
書
く
。そ
こ
に
は
彼
の
世

代
の
住
空
間
を
満
た
す
に
相
応
し
い
モ
ノ
が
一
切
な
か
っ
た
。Ａ

Ｖ
機
器
、洒
落
た
ソ
フ
ァ
、家
具
。ま
る
で
な
い
。
 

　
あ
る
の
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
山
、瓶
の
群
れ
、古
び
た
机
、一
組
の

ふ
と
ん
。し
か
し
、あ
る
こ
と
に
も
気
付
く
。
そ
こ
に
は
彼
の
世

代
の
乱
雑
な
住
空
間
に
あ
り
が
ち
な
不
潔
さ
や
荒
涼
、俗
な

雰
囲
気
が
ま
る
で
感
じ
ら
れ
な
い
。
そ
の
空
間
は
、ま
る
で
…
、

登
山
隊
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
内
部
の
よ
う
だ
っ
た
。
 

　
「
あ
あ
、そ
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
」
。
重
川
は
屈
託
な
く

笑
う
。

　
思
い
出
し
た
よ
う
に
ま
た
ク
ス
ク
ス
と
笑
っ
た
。「
最
近
ま
で

カ
ー
テ
ン
も
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
僕
が
起
き
て
、上
半
身
ハ
ダ

カ
で
窓
際
に
立
つ
と
、向
か
い
の
住
人
が
あ
わ
て
て
カ
ー
テ
ン
を

閉
め
ち
ゃ
う
。こ
れ
は
さ
す
が
に
マ
ズ
イ
か
な
っ
て
…
」
。

　
そ
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
の
部
屋
に
、ヒ
マ
ラ
ヤ
高
峰
の
写
真
だ

け
が
額
に
飾
っ
て
あ
っ
た
。
 

 
1
9
9
6
年
、重
川
は
福
岡
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
登
山
隊
の
一
員
と

し
て
、福
大
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
と
共
に
、世
界
最
高
峰
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ

（
8,
8
4
8
ｍ
）登
頂
に
成
功
す
る
。
日
本
人
の
最
年
少
登
頂

者
だ
っ
た
。
そ
の
隊
の
一
員
に
新
聞
記
者
が
い
た
。
彼
の
仕
事
ぶ

り
を
見
て
、重
川
は
興
味
を
ひ
か
れ
る
。「
な
ん
か
面
白
そ
う
だ

な
っ
て
」
。
卒
業
後
は
伝
手（
つ
て
）を
頼
っ
て
山
岳
関
係
の
仕

事
に
就
き
、登
山
家
の
道
を
歩
む
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
。「
だ
け

ど
、違
う
社
会
も
見
て
み
た
か
っ
た
。
人
間
の
中
で
揉
ま
れ
た

か
っ
た
」
。
重
川
は
西
日
本
新
聞
社
に
記
者
と
し
て
入
社
す
る
。

入
社
で
き
た
の
は
奇
跡
み
た
い
な
も
の
と
、重
川
は
言
う
。し

か
し
山
岳
部
で
鍛
え
た
肉
体
と
精
神
、な
に
よ
り
彼
の
人
柄
が

大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
 

　
入
社
後
、3
カ
月
間
の
研
修
を
経
て
、社
会
部
に
配
属
さ

れ
る
。
編
集
局
の
中
で
最
も
「
人
間
」
を
取
材
す
る
こ
と
が

多
い
部
署
。
あ
る
日
、火
事
の
現
場
に
出
向
く
。
夢
中
で
写
真

を
撮
っ
て
い
た
彼
に
被
災
者
が
怒
鳴
っ
た
。「
写
真
撮
る
ヒ
マ

が
あ
る
な
ら
、（
救
助
を
）手
伝
え
！
」
。
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。
悩

ん
だ
。

　
報
道
の
義
務
と
責
任
を
改
め
て
考
え
た
。
取
材
は
誠
実
さ

と
思
い
や
り
。
大
切
な
の
は
取
材
す
る
側
と
さ
れ
る
側
の
信

頼
感
。
山
と
い
う
絶
対
的
な
存
在
に
ひ
た
す
ら
立
ち
向
か
っ
て

い
た
青
年
が
、人
と
い
う
相
対
的
な
存
在
の
間
を
駆
け
回
っ
た
。

そ
う
し
て
7
年
が
過
ぎ
た
。
 

　
い
つ
し
か
山
の
こ
と
は
忘
れ
が
ち
に
な
っ
て
い
た
。
山
の
こ
と

を
考
え
な
が
ら
出
来
る
仕
事
で
は
な
か
っ
た
。
記
者
と
し
て

一
人
立
ち
し
な
け
れ
ば
周
り
に
迷
惑
が
か
か
る
。け
れ
ど
、ふ
と

し
た
瞬
間
に
軽
い
虚
脱
感
が
襲
う
。
俺
、こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か

な
。
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
の
集
い
に
参
加
す
る
の
が
辛
く
な
っ
た
。
 

顔
を
出
す
と
山
の
こ
と
を
考
え
て
し
ま
う
。

　
焦
燥
。
そ
ん
な
時
、Ｏ
Ｂ
か
ら
連
絡
が
入
っ
た
。「
ネ
パ
ー
ル

の
ギ
ャ
チ
ュ
ン
カ
ン
に
行
く
。
お
ま
え
、参
加
せ
ん
か
」
。
山
が
、

再
び
眼
前
に
現
れ
た
。
 

悩
ん
だ
。
悩
み
な
が
ら
大
学
受
験
の
頃
を
思
い
出
し
て
い
た
。
 

   

「
ふ
だ
ん
は
寝
る
た
め
に
帰
っ
て
く
る

 だ
け
だ
か
ら
。た
ま
の
休
み
は
酒
飲
ん
で
、

 
後
は
ひ
た
す
ら
眠
っ
て
い
る
」

「
新
米
の
僕
は
、成
果
を
挙
げ
る
こ
と
に

 
夢
中
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

 
報
道
さ
れ
る
人
へ
の
配
慮
に
欠
け
て
い
た
」

人
の
間
で
走
り
回
り
な
が
ら
、

そ
の
仕
事
に
手
ご
た
え
を
感
じ
な
が
ら
、

山
を
仰
ぎ
見
て
い
た
頃
の
自
分
を
思
い
出
す
。

1974年11月27日生まれ。愛媛県松山市出身。1998年福岡大学商学部卒業。在学
中は山岳部に所属。卒業後、西日本新聞社に入社。北九州、大牟田勤務を経て本社
社会部へ。2005年秋、福岡大学山岳会の一員としてネパール・ヒマラヤの難峰・ギャ
チュンカン（7,952ｍ）登頂に挑む。記者として、その登頂記も新聞に連載する予定。

今回のネパール遠征に携帯するパソコン。メールで記事を送るという。 
「機械にはまるで弱い」というが、キーボードへのタッチは軽やかだ 

妙
に
印
象
に
残
る
青
年
だ
っ
た
。
 

ま
る
で
登
山
隊
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
の
よ
う
な
。
 

人
間
の
中
で
揉
ま
れ
た
か
っ
た
。
 
 

記
者
の
取
材
は
誠
実
さ
と
思
い
や
り
。
 

山
が
、再
び
眼
前
に
現
れ
た
。
 

西
日
本
新
聞
社
記
者
　
重
川
　
英
介
さ
ん
 

チ
ャ
レ
ン
ジ
！ 

〜
若
き
福
大
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
、そ
の
道
の
途
中
か
ら
〜 
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松
山
か
ら
東
京
へ
、幾
つ
か
の
大
学
を
受
験
し
に
行
っ
た
時

だ
。
飛
行
機
か
ら
初
め
て
富
士
山
を
眼
前
に
見
た
。
受
験
の
点

数
、1
点
2
点
で
一
喜
一
憂
す
る
自
分
に
比
べ
、な
ん
と
雄
大
な
。

な
ん
と
荘
厳
な
。
 

　
そ
の
時
の
感
動
が
、重
川
を
福
大
の
山
岳
部
へ
誘（
い
ざ
な
）っ

た
。
練
習
は
大
変
だ
っ
た
。
若
杉
山
か
ら
宝
満
山
へ
40
キ
ロ
の

荷
物
を
背
負
っ
て
縦
走
す
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
を
走
り
、徹
底
的

に
体
を
鍛
え
る
。
 

　
女
子
部
員
も
い
な
い
サ
ー
ク
ル
だ
っ
た
が
。
重
川
に
は
そ
れ

で
も
楽
し
か
っ
た
。

　
そ
の
先
輩
た
ち
と
共
に
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
に
も
登
っ
た
の
だ
。

そ
し
て
今
、再
び
の
機
会
。
重
川
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う

と
思
っ
た
。
 

　
新
聞
社
か
ら
は
、登
頂
記
を
書
く
こ
と
で
Ｏ
Ｋ
が
出
た
。

「
ギ
ャ
チ
ュ
ン
カ
ン
」
別
名
を
「
1
0
0
本
の
川
の
源
流
と
な

る
、雪
の
山
」
と
い
う
、世
界
有
数
の
高
峰
。
卒
業
後
の
、社
会

人
と
し
て
の
、自
分
が
試
さ
れ
る
。
 

　
新
聞
記
者
と
し
て
、出
会
っ
た
人
の
人
生
を
懸
命
に
描
い
て

き
た
。一
瞬
の
出
会
い
を
永
遠
に
刻
み
こ
む
こ
と
に
懸
命
だ
っ

た
。
人
間
＝
人
の
間
を
駆
け
巡
っ
た
歳
月
の
後
、再
び
、厳
然

と
存
在
す
る
山
の
頂
を
仰

ぎ
見
る
。
そ
の
時
「
昔
の
気

持
ち
に
戻
る
か
な
ぁ
。
違
う

よ
う
に
見
え
る
か
な
…
。
自

分
で
も
わ
か
ら
な
い
」
。
 

　
福
大
在
学
時
、チ
ョ
モ
ラ

ン
マ
に
登
っ
た
後
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
重
川
は
こ
う
言
っ

て
い
る
。

　
彼
は
今
、ギ
ャ
チ
ュ
ン
カ
ン
の
ど
こ
に
い
る
だ
ろ
う
。
山
は
今

の
彼
に
、ど
ん
な
問
い
を
投
げ
か
け
て
い
る
だ
ろ
う
。一
瞬
の
出

会
い
を
、永
遠
に
記
憶
さ
せ
て
し
ま
う
よ
う
な
、あ
の
人
間
に
。

山
は
。
 

「
コ
ン
パ
に
出
る
と
、

 
70
歳
位
か
ら
20
代
の
先
輩
ま
で

 ズ
ラ
リ
と
そ
ろ
う
ん
で
す
。

 な
ん
ち
ゅ
う
ク
ラ
ブ
か
い
な
、

 
と
思
っ
た（
笑
）」

「
山
は
厳
然
と
存
在
し
、

 
答
え
の
な
い
問
い
を
投
げ
か
け
て
く
る
」
 

　
総
合
大
学
と
い
う
魅
力
、
加

え
て
入
学
し
た
先
輩
た
ち
が
楽

し
そ
う
だ
っ
た
と
い
う
理
由
で
、

福
岡
大
学
を
選
び
ま
し
た
。
1

年
次
、
2
年
次
の
頃
は
あ
ま
り

就
職
の
こ
と
な
ん
て
考
え
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
ね（
笑
）。ピ
ザ
屋

さ
ん
と
か
ラ
ジ
オ
局
と
か
、い
ろ

ん
な
ア
ル
バ
イ
ト
を
、し
か
も
か

け
も
ち
で
や
っ
て
い
ま
し
た
。
働

く
こ
と
が
ゼ
ン
ゼ
ン
苦
痛
じ
ゃ
な

い
ん
で
す
、私（
笑
）。
接
客
業
と

か
、人
と
の
交
流
が
好
き
。
 

　
3
年
次
に
「
マ
ス
コ
ミ
講
座
」

を
受
け
て
、そ
の
講
座
の
仲
間
た

ち
が
す
ご
く
就
職
意
識
が
高
い
。

私
も
影
響
を
受
け
て
頑
張
り
始

め
ま
し
た
。
ダ
イ
シ
ョ
ー
を
意
識

し
た
の
は
Ｃ
Ｍ
を
見
て
か
ら
。
自

分
が
よ
く
知
っ
て
い
る
商
品
で
、

し
か
も
本
社
が
福
岡
で
あ
る
こ
と

に
惹
か
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
近
く

の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行
っ
て
、

ダ
イ
シ
ョ
ー
の
商
品
は
ど
ん
な
演

出
や
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で
販
売
し
て

い
る
か
を
観
察
し
た
ん
で
す
。
見

る
だ
け
で
な
く
、な
ぜ
そ
ん
な
演

出
な
の
か
を
分
析
し
、自
分
な
ら

こ
う
す
る
と
い
う
考
え
を
ま
と
め

ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
最
終
面
接

で
話
し
た
の
が
決
め
手
に
な
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
や
は
り
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
仕
入
れ
た
数
字

な
ど
の
情
報
だ
け
で
は
ダ
メ
で
す

ね
。
底
の
浅
さ
を
面
接
で
簡
単
に

見
破
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
私
も

就
職
活
動
当
初
は
そ
れ
に
気
付

か
ず
、何
度
も
痛
い
失
敗
を
繰
り

返
し
ま
し
た
。
現
在
は
、通
信
販

売
部
で
シ
ス
テ
ム
作
り
な
ど
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。
当
面
の
目
標
は
、

こ
の
通
販
シ
ス
テ
ム
を
き
ち
ん
と

確
立
す
る
こ
と
で
す
ね
。

経済学部経済学科
2003年卒業

株式会社ダイショー勤務
田中 亜佑美さん 

○
課
外
活
動
な
ど
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
つ
け
よ
う
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
企
業
情
報
な

ど
に
頼
り
す
ぎ
ち
ゃ
ダ
メ
。

○
自
分
で
考
え
、自
分
か
ら
動
く
。

そ
れ
が
基
本
！

担当者に 
聞く 

　
面
接
の
時
か
ら
印
象
は
際
立
っ
て
い

ま
し
た
ね
。こ
ち
ら
の
質
問
を
じ
っ
く
り

と
受
け
て
、キ
チ
ン
と
答
え
る
。コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
高
さ
は
す
ぐ
に
わ

か
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、当
社
の
商
品

の
こ
と
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
。
商
品
リ

ス
ト
を
丸
覚
え
し
た
の
で
は
な
く
、一
つ

ひ
と
つ
を
消
費
者
の
視
点
で
分
析
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
う
え
売
り
場
ま
で
観

察
し
て
、販
売
戦
略
ま
で
自
分
で
練
っ
て

お
り
、そ
れ
を
堂
々
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
し
て
く
れ
た
。
口
で
「
こ
の
会
社
に
入

り
た
い
」
と
い
う
の
は
簡
単
で
す
。
彼
女

は
、そ
の
意
欲
を
具
体
的
な
形
で
表
現

し
ま
し
た
。
そ
う
い
う
人
材
は
、な
か
な

か
い
ま
せ
ん
よ
。
入
社
後
も
、ほ
ん
と
う

に
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

坂田 恵補さん 
株式会社ダイショー
管理本部総務部部長

飾り気の一切ない部屋だが、山をモチーフにし
た絵画が。一目で気に入って買い求めたという。
山男はロマンチスト。古今東西、それは変わらない

福岡大学山岳部時代、仲間たちと。「疲労で貧血を起こし倒れて」し
まうほど鍛えられたが、山に登るのが楽しくてしかたなかった。山岳部と
の繋がりは、彼にとってかけがえのない財産だ 
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夢へ手を伸ばす日々 福 大 生 たちのグ ラ フ ィテ ィ  

キャンパスガイドのメン
バーには、中国からの留
学生たちの姿も。「私た
ちが感じた、福岡大学
の温かさを伝えたい」高
校生たちに積極的に語
りかけていました。

最初はぎこちなかったガ
イドも、数時間でとても
スムーズに。「最初は自
分の母校の制服を見つ
けて声をかけ、慣れてく
ればみんなOKですよ」
なるほど、そういう手があっ
たか。

公開実験には小学
生たちの姿も。オー
プンキャンパスは、地
域に福岡大学の「知」
を開放する場でもあ
るのですね。

午後から激しい雷雨。雨宿りで工学部のロボットサッカーに人
だかり。「きっかけはなんでもいいんですよ。まずは体験してくれ
れば。雷雨のおかげで、将来、素晴らしい工学者が誕生するか
もしれないね」とにこやかに笑う、先生。 

模擬講義や学部説明会が大人気。在学生相談コーナー
では、具体的な質問に体験を踏まえた親切な答えで対応。
「大丈夫だって。すぐ慣れる。2年次生になったら授業はもっ
と楽しくなるよ」

　
2
0
0
5
年
8
月
6
日
。
今
年
も
「
福
岡
大
学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
」
が
開
催
さ
れ
、中
・
四
国
、九
州
全
域
か
ら
8,
0
0
0
人

を
超
え
る
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。さ
ま
ざ
ま
な
行
事
の
主
役
に
な
っ

た
の
は
在
学
生
た
ち
で
す
。キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
た
高
校
生
や
父
母

を
案
内
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ガ
イ
ド
、公
開
実
験
、在
学
生
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
に
懸
命
に
取
り
組
む
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。「
僕
た
ち
が
高
校

生
の
時
も
、先
輩
た
ち
が
親
切
に
し
て
く
れ
た
。
福
大
に
入
学
し
た
い
と
思
っ
た
の

も
こ
れ
が
キ
ッ
カ
ケ
」
。そ
ん
な
思
い
出
を
胸
に
、今
度
は
僕
た
ち
が
と
の
想
い
が
全

開
。心
を
開
い
た
交
流
が
、キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
広
が
り
ま
し
た
。 

附属看護専門学校では
看護師の白衣試着コー
ナーが人気。
「白衣を着ると夢がカタチ
になった気がするんです」
私も1年前はそうだったん
だよね。 

キャンパスガイドのスタッフたち。一日を終え、通用門のところで記念写真。みんな顔が焼けてた。
「とても疲れた。でも、せっかく慣れたんだから、もう少しやりたかったね」

ひょうたん池の大石を使った「遺跡の測り方」の公開授業。
先生・大学院生・在学生との交流の機会が多いのもオープ
ンキャンパスならでは。

ＯＰＥＮ―心を開いて、 
みんなをキャンパスに迎えた日。 
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「
人
の
間
で
、心
悩
ま
せ
る
秋
。
」
 

ヘルシー モーニング レシピ�

感
受
性
の
鋭
い
時
期
に
あ
り
が
ち
な
心
の
悩
み
や
不
安
。 �

皆
さ
ん
は
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 �

そ
う
、誰
だ
っ
て
そ
ん
な
気
持
ち
に
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。 

○
こ
の
記
事
は
ヒ
ュ
ー
マ
ン
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
セ
ン

タ
ー
の
事
例
と
意
見
を
も
と
に
し
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

で
す
。
文
中
の
S
さ
ん
と
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
特
定
の

モ
デ
ル
は
存
在
し
ま
せ
ん
。

【材料】4人分�

【栄養成分（1人）】�

フランスパン　　　　200g�
牛乳　　　　　　　 240g�
卵　　　　　　　　 2個�

砂糖　　　　　　　 12g�
シナモンパウダー　　小さじ3�
砂糖　　　　　　　 小さじ5�
�

たんぱく質　　　　　　　9.1 g�
脂質　　　　　　　　　　5.5 g�
カルシウム　　　　　　　82.0mg

鉄分　　　　　　　　1.1 mg�
食物繊維　　　　　　1.5 g�
糖質　　　　　　　　31.8 g�
�

　
青
年
期
は
、自
意
識
が
強
く
な
り

が
ち
で
す
。
人
に
合
わ
せ
る
た
め
に
無

理
し
て
い
る
自
分
と
、ほ
ん
と
う
の
自

分
が
心
の
中
で
し
っ
く
り
い
か
な
く
な

り
、他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

苦
痛
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
い
う
こ
と
は
、程
度
の
差
こ
そ

あ
れ
、誰
も
が
感
じ
る
こ
と
で
す
が
、

こ
れ
を
乗
り
越
え
る
こ
と
も
「
大
人
」

へ
の
一
歩
で
す
。
苦
し
く
な
っ
た
ら
、ど

う
ぞ
セ
ン
タ
ー
に
来
て
く
だ
さ
い
。
あ

な
た
に
合
っ
た
方
法
で
、あ
な
た
の
一

歩
を
応
援
し
ま
す
。

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
よ
り
一
言
�

�

1フランスパンをざく切りにし、牛乳、
卵,砂糖をまぜたものにフランス
パンをくぐらせて、グラタン皿にの
せる。

2シナモンパウダーをかけて、オーブ
ントースターで3分焼き、焦げ目が
ついたらアルミホイルでおおい、
さらに3分焼く。

3 好みで砂糖をふりかけて。

●レシピは4人分ですが、お好みで量を調節してください。冷めてもおい
しいので、ランチにもよさそう。
●糖分が気になる方は、ノンカロリー甘味料を使って。

ご
案
内
�

　
H
D
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
自
分
ら
し
い
自

己
表
現
」
、「
な
り
た
い
自
分
探
し
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、専
門
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る

講
座
を
、春
季
休
暇
中
に
実
施
し
ま
す
。

オ
ア
シ
ス
と
学
生
課
に
も
講
座
の
案
内
ポ

ス
タ
ー
を
掲
示
し
ま
す
の
で
、ご
覧
く
だ

さ
い
。
講
座
の
参
加
費
は
無
料
で
す
。

　
ま
た
、昼
休
み
を
利
用
し
て
、サ
ポ
ー
ト

グ
ル
ー
プ
が
定
期
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

参
加
申
し
込
み
、お
問
い
合
わ
せ
は
、H
D

セ
ン
タ
ー
へ
。
電
話
も
し
く
は
来
室
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

■
自
己
表
現
講
座
�

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、楽
し
く
学
ぶ

講
座
で
す
。

　
日
時
／
平
成
18
年
2
月
23
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
3
月
2
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
3
月
9
日（
木
）

　
　
　
　
全
日
と
も
12
時
40
分
〜
16
時

　
講
師
／
屋
宮
公
子
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

■
な
り
た
い
自
分
探
し
講
座

自
分
の
長
所
や
特
長
を
知
り
、将
来
の
仕

事
分
野
や
職
業
に
つ
い
て
、じ
っ
く
り
考
え

る
講
座
で
す
。

　
日
時
／
平
成
18
年
2
月
28
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
3
月
7
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
3
月
14
日（
火
）

　
　
　
　
全
日
と
も
12
時
40
分
〜
16
時
　

　
講
師
／
屋
宮
公
子
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

■
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ

学
生
生
活
上
の
情
報
交
換
、友
達
づ
く
り
、

居
場
所
づ
く
り
を
目
的
と
し
、サ
ポ
ー
ト
グ

ル
ー
プ
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
時
／
毎
週
火
曜
日
と
木
曜
日
　
　

　
　
　
　
12
時
〜
13
時

▲専門カウンセラーの屋宮先生

　
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、よ
う
や
く
秋
風
が
吹

く
頃
。
1
年
次
生
の
Ｓ
さ
ん
は
、キ
ャ
ン

パ
ス
の
緑
陰
の
心
地
良
さ
を
思
い
描
き

な
が
ら
、そ
こ
に
足
が
向
か
な
い
自
分
に

い
ら
だ
っ
て
い
ま
し
た
。
き
っ
か
け
は
夏

休
み
前
の
サ
ー
ク
ル
活
動
。そ
こ
で
仲
良

く
な
っ
た
友
人
と
、さ
さ
い
な
こ
と
で
口

論
に
な
っ
た
の
で
す
。し
か
も
他
の
サ
ー

ク
ル
仲
間
た
ち
が
、自
分
で
は
な
く
、友

人
の
意
見
に
賛
成
し
た
の
で
す
。
気
ま

ず
い
ま
ま
に
別
れ
、Ｓ
さ
ん
は
故
郷
に
帰

り
ま
し
た
。
そ
の
友
人
か
ら
は
、夏
休
み

の
間
、な
ん
の
連
絡
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。「
キ
ャ
ン
パ
ス
に
戻
り
た
く
な
い
な
ぁ
」
。

Ｓ
さ
ん
の
心
の
悩
み
の
始
ま
り
で
し
た
。

　
そ
れ
で
も
福
岡
に
戻
っ
て
き
た
Ｓ
さ

ん
で
し
た
が
、大
学
に
行
く
気
が
起
こ
り

ま
せ
ん
。ア
パ
ー
ト
か
ら
出
る
気
が
起
き

ま
せ
ん
。
数
日
後
、こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
、

キ
ャ
ン
パ
ス
に
向
か
い
ま
し
た
。
教
室
で

は
、誰
か
が
自
分
の
こ
と
を
噂
し
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。い
た
た
ま
れ
な
い

思
い
で
し
た
。
意
を
決
し
て
サ
ー
ク
ル
の

部
室
に
行
く
と
、あ
の
友
人
が
い
ま
し
た
。

「
ご
め
ん
ね
、Ｓ
さ
ん
の
ケ
ー
タ
イ
番
号

失
く
し
ち
ゃ
っ
て
…
」
。ほ
ん
と
か
な
、と

疑
い
な
が
ら
、そ
れ
で
も
笑
顔
で
話
し
ま

し
た
。
そ
の
う
ち
に
笑
顔
を
つ
く
る
こ

と
が
苦
痛
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
友
人
の

話
に
な
ん
と
か
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
自

分
が
イ
ヤ
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
翌
日
か
ら
、Ｓ
さ
ん
は
ま
た
キ
ャ
ン
パ

ス
に
行
か
な
く
な
り
ま
し
た
。
部
屋
で

読
ん
で
い
た
福
岡
大
学
の
学
園
通
信
で

「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
セ
ン

タ
ー
」
の
こ
と
を
知
り
、相
談
し
て
み
よ

う
と
予
約
し
ま
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、ま
ず
イ
ン
テ
ー
カ
ー

に
会
い
、今
の
状
態
を
話
し
ま
し
た
。
病

院
で
あ
り
が
ち
な
、問
い
詰
め
る
よ
う
な

風
で
は
な
く
、話
を
じ
っ
く
り
聴
い
て
く

れ
る
姿
勢
に
安
心
感
を
持
ち
ま
し
た
。

そ
し
て
、専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
紹
介

さ
れ
、次
か
ら
は
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
相
談

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
、Ｓ
さ
ん
の
状
態
を

じ
っ
く
り
と
聴
き
、あ
り
の
ま
ま
の
S
さ

ん
を
、受
け
と
め
て
く
れ
ま
し
た
。
S
さ

ん
は
、ゆ
っ
た
り
と
話
を
し
て
い
る
う
ち

に
、誰
に
も
理
解
し
て
貰
え
な
い
と
思
っ

て
い
た
自
分
の
気
持
ち
に
気
づ
き
、何
と

な
く
こ
だ
わ
っ
て
い
た
重
い
気
分
が
、少

し
楽
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。し
ば
ら
く
し

て
、S
さ
ん
は
、カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
勧
め

も
あ
り
、H
D
セ
ン
タ
ー
主
催
の
『
な
り

た
い
自
分
探
し
セ
ミ
ナ
ー
』に
参
加
し
て

み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。10
人
ほ
ど
の
グ

ル
ー
プ
の
中
で
、話
し
合
っ
た
り
、遊
ん
だ

り
す
る
う
ち
に
、自
然
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
学
び
ま
し
た
。「
自
分

を
あ
り
の
ま
ま
に
出
し
て
も
、楽
し
く

話
せ
る
ん
だ
」
。Ｓ
さ
ん
は
そ
う
思
い
始

め
ま
し
た
。

　
紅
葉
し
た
葉
が
散
り
終
え
た
頃
、Ｓ

さ
ん
が
セ
ン
タ
ー
に
来
る
頻
度
が
少
な

く
な
り
ま
し
た
。で
も
、キ
ャ
ン
パ
ス
に
は

元
気
に
来
て
い
る
よ
う
で
す
。「
も
う
大

丈
夫
か
な
」
。
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
、そ
う

思
い
ま
し
た
。

少し硬くなったパンでもＯＫ！�

オーブントースターを使っての簡単料理。�
カルシウムや鉄分をおいしくとろう！�
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今
 

10月

11月

12月

1月

2月

福
岡
大
学
特
別
講
演
会
2
0
0
5

　
去
る
7
月
7
日
、本
学
文
系
セ
ン
タ
ー

棟
4
階
第
4
会
議
室
に
お
い
て
「
み
ん

な
で
守
ろ
う
地
球
環
境
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
特
別
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
企
画
は
本
学
大
学
院
資
源
循
環
・

環
境
工
学
専
攻
の
市
川
新
教
授
、お

招
き
し
た
の
は
慶
應
義
塾
大
学
環
境

情
報
学
部
の
浜
中
裕
徳
教
授
。
学
内

外
か
ら
1
7
0
名
以
上
が
参
加
し
会

場
に
入
り
き
れ
な
い
ほ
ど
で
し
た
。
地

球
環
境
の
今
と
未
来
を
真
摯
に
考
え

る
有
意
義
な
講
演
会
で
し
た
。
 

　
講
演
会
は
市
川
教
授
の
趣
旨
説
明

で
開
幕
。『
今
、地
球
環
境
は
危
機
に

瀕
し
て
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
に

対
し
、行
動
を
起
こ
す
と
き
で
す
。
そ

の
第
一
歩
と
し
て
、元
環
境
省
審
議
官

の
浜
中
先
生
を
お
招
き
し
講
演
を
聴

く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
浜
中
先
生
は

日
本
政
府
の
代
表
と
し
て
、京
都
議

定
書
の
制
定
、批
准
、国
内
で
の
調
整

な
ど
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
こ
の
問
題

に
関
す
る
第
一
人
者
で
す
。
文
系
・
理
系
・

医
系
を
問
わ
ず
す
べ
て
の
福
大
生
が
、

こ
の
問
題
を
自
分
の
問
題
と
し
て
考

え
る
よ
い
機
会
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。』

と
先
生
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
浜
中
教
授
は
『
京
都
議
定
書
が
発

効
し
、わ
が
国
は
温
室
効
果
ガ
ス
を

6
%
削
減
す
る
義
務
が
あ
り
、そ
れ

を
達
成
さ
せ
る
た
め
に
京
都
議
定
書

目
標
達
成
計
画
を
閣
議
決
定
し
ま
し

た
。
今
後
、目
標
達
成
に
向
け
ど
の
よ

う
に
効
果
的
に
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
か
が
大
き
な
課
題
で
す
。
さ
ら
に

地
球
温
暖
化
問
題
の
解
決
の
た
め
世

界
全
体
の
排
出
量
を
大
幅
に
削
減
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。こ
の
た
め
京

都
議
定
書
に
参
加
し
て
い
な
い
ア
メ
リ

カ
、参
加
し
て
い
て
も
数
値
目
標
が
定

め
ら
れ
て
い
な
い
中
国
・
イ
ン
ド
と
ど

う
協
調
し
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題

で
す
。
京
都
議
定
書
は
、最
終
目
標
で

は
な
く
、出
発
点
に
過
ぎ
な
い
の
で
す
。』

と
い
う
内
容
で
、予
定
時
間
を
大
幅
に

オ
ー
バ
ー
す
る
ほ
ど
熱
の
こ
も
っ
た
講

演
で
し
た
。

　
講
演
後
の
質
疑
応
答
で
は
『
原
子

力
発
電
と
環
境
』
に
関
す
る
質
問
な

ど
内
容
の
濃
い
討
議
も
行
わ
れ
、最

後
に
法
学
部
浅
野
直
人
教
授
が
総
括

を
し
て
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

前期追試験（3日～7日）

前期追試験成績発表（25日～28日）

アジア圏協定校研修生受け入れ

（中国・中国〔台湾〕・韓国・インドネシア・
ネパール）（17日～28日）

学園祭 七隈祭
（市中パレード30日、
前夜祭11月2日、
展示・バザー11月3日～5日、
後夜祭11月5日）

ホームカミングデー（3日）

学園祭 雅祭（商学部第二部）
（前夜祭10月2日、ステージ企画・バザー11月3日
～5日、後夜祭11月5日）

交換留学生募集（英国・米国・仏国・ブラジル）

九州地区大学体育大会冬季大会（大分・宮崎）

推薦入試（21日・22日、26日・27日）

附属看護専門学校入試
（17日）

交通安全セミナー（17日）

冬季休業開始（25日）

事務休業（28日～1月4日）

冬季休業終了（5日）

後期授業再開（6日）

後期授業終了（12日）

後期定期試験
（13日～26日）

 

学部留学生入試（2日）

一般入試・前期日程（本学・地方4日～12日）

成績発表（4年次生以上　他）

医師国家試験（18日～20日）

大学院春季入試（19日・20日・22日～25日）

交換留学生派遣
（中国・中国〔台湾〕・韓国・豪州）

海外研修生派遣（米国・豪州）

海外春期中国語研修生派遣（中国）

3

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
京
都
議
定
書
の
成
立
と
今
後
の
課
題 

2
枚
の
写
真
か
ら
 

「
福
大
図
書
館
」
 

▲写真提供：福岡大学大学史資料室

あ
の
頃
 

　
右
側
の
写
真
は
、1
9
5
9
年
に
竣
工
し

た
旧
図
書
館
の
閲
覧
室
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

3
階
建
て
、書
庫
は
5
積
層
で
、延
べ
1,
4
7
8
・

4
　
。
本
学
創
立
25
周
年
記
念
事
業
の
一

環
と
し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
場
所
は
現

在
の
Ａ
棟
あ
た
り
で
す
。
当
時
の
蔵
書
数

8
3,
1
1
2
冊
。

　
も
う
1
枚
の
写
真
は
、1
9
6
9
年
に
竣

工
し
た
現
図
書
館
の
閲
覧
室
。
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
12
階
建
て
で
、延
べ
1
7,
2
6
7
　
。

本
学
創
立
35
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
蔵
書
数

1,
5
9
8,
6
5
0
冊
。

　
旧
図
書
館
は
、規
模
が
小
さ
く
、す
ぐ
に
手

狭
に
な
り
ま
し
た
。
わ
ず
か
10
年
の
後
に
移

築
さ
れ
た
の
は
そ
の
こ
と
が
大
き
な
要
因
で

す
。
旧
図
書
館
に
比
べ
、蔵
書
数
は
20
倍
近
く

に
。
変
わ
ら
な
い
の
は
、閲
覧
室
で
自
分
の
「
知

と
思
索
」
を
磨
く
学
生
た
ち
で
す
。
 

m2

m2

講演
慶應義塾大学環境情報学部
浜中裕徳教授

特別講演会コーディネーター
本学大学院資源循環・環境工学専攻
市川新教授 

1990年来、産業部門は微増にとどまっているものの、
全体としては、やはり増加傾向に。京都議定書で、
日本は温室効果ガス排出量マイナス6％の削減を
求められている
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今
年
度
前
半
の
交
換
留
学
、
海
外
研
修
を
終
え
て
 

国
際
セ
ン
タ
ー
が
支
援
す
る
交
換
留
学
・
海
外
研
修
等
の
、2
0
0
5
年
度
前
半
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
終
了
し
ま
し
た
。
 
 

そ
こ
で
今
号
で
は
、国
際
セ
ン
タ
ー
長
で
あ
る
田
中
俊
宏
教
授
に
、 
 

最
近
の
交
換
留
学
や
海
外
研
修
の
特
徴
や
課
題
な
ど
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

中
国
・
国
家
法
官
学
院
と
の
協
定
締
結
。交
流
協
定
は
12
カ
国
26
大
学
1
機
関
に
。 

国際センター長
田中　俊宏 （経済学部教授）

高
ま
り
つ
つ
あ
る
 

中
国
へ
の
関
心
。
 

し
か
し
、
留
学
希
望
者
の
 

全
体
的
な
減
少
に
は
憂
慮
。
 

　
本
年
度
と
い
う
よ
り
、こ
こ
数
年
の
傾
向
で
す
が
、

中
国
へ
の
留
学
生
が
増
え
た
の
は
大
き
な
特
徴
で

す
ね
。

　
戦
後
か
ら
長
い
間
、中
国
は
「
近
く
て
遠
い
国
」
の

代
表
で
し
た
。し
か
し
、近
年
の
開
放
政
策
に
よ
っ
て

中
国
側
の
受
入
れ
体
制
も
改
善
さ
れ
、本
学
学
生

の
中
国
に
対
す
る
興
味
も
高
ま
っ
た
よ
う
で
す
。 

　
福
岡
は
古
来
か
ら
ア
ジ
ア
の
玄
関
口
と
し
て
栄
え

た
都
市
。こ
の
地
域
の
代
表
的
な
大
学
で
あ
る
本
学

は
、中
国
の
4
つ
の
大
学
と
交
流
協
定
を
結
ん
で
い

ま
す
。
今
年
の
9
月
に
は
中
国
・
国
家
法
官
学
院
と

も
新
し
く
協
定
を
結
び
ま
し
た
。ま
た
、将
来
的
に

は
福
岡
市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
広
州
に
あ
る
大
学

と
協
定
を
結
ぶ
計
画
も
あ
り
、学
生
た
ち
の
ニ
ー
ズ

に
さ
ら
に
応
え
て
い
く
予
定
で
す
。 

　
反
面
、残
念
で
な
ら
な
い
の
は
、交
換
留
学
や

海
外
研
修
に
応
募
す
る
学
生
の
、慢
性
的
な
減

少
傾
向
で
す
。
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
東
京
に
目
を

向
け
る
よ
り
も
、や
は
り
海
外
に
目
を
向
け
て
い

た
だ
き
た
い
。
福
岡
を
中
心
に
し
て
、東
京
ま
で

の
円
を
描
い
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。
そ
の
円
の
中
に

は
韓
国
・
釜
山
が
入
る
は
ず
で
す
。
も
っ
と
円
を

広
げ
れ
ば
中
国
に
も
届
き
ま
す
。
東
京
か
ら
日
本

を
見
る
よ
り
、海
外
か
ら
日
本
を
見
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、福
岡
と
い
う
地
域
を
見
ま
し
ょ
う
。
そ
の

世
界
的
な
視
野
か
ら
は
、日
本
の
、地
域
の
新
し

い
魅
力
や
課
題
な
ど
が
、く
っ
き
り
と
見
え
て
く

る
は
ず
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、異
文
化
を
実
感
す
る

こ
と
の
価
値
の
大
き
さ
は
、改
め
て
語
る
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
 

ニューカッスル・アポン・タイン大学 

リーズ大学 
バース大学 ブレーズ・パスカル大学- 

クレルモン・フェラン第Ⅱ 

リュミエール・ 
リヨン第2大学 

ルーヴァン・カトリック大学 

グリフィス大学 

ジョージア工科大学 

ウオッシュバン大学 

ワシントン大学 
カンザス大学 

連邦立サンタ・カタリナ大学 

華東師範大学 

トリブヴァン大学 

輔仁大学 

ドゥ・ラ・サール大学 

ガジャマダ大学 

烟台大学 
国家法官学院 

揚州大学 
高麗大學校 
梨花女子大學校 
蔚山大學校 
釜山大學校 
東義大學校 

中国政法大学 

パドヴァ大学 

　
9
月
13
日
、福
岡
大
学
と
中
国
・
国
家

法
官
学
院
と
の
協
定
締
結
式
が
、
本
学

の
本
館
2
階
第
一
会
議
室
に
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
国
家
法
官
学
院
は
、中
国
の
最
高

人
民
法
院
（
日
本
の
最
高
裁
判
所
に
あ

た
る
）に
附
属
し
て
お
り
、新
任
裁
判
官

や
現
職
裁
判
官
の
研
修
を
す
る
教
育
機

関
。
日
本
に
お
け
る
協
定
締
結
は
福
岡

大
学
が
初
め
て
で
す
。
 

　
本
学
は
、本
学
生
と
中
国
の
裁
判
官

と
の
交
流
や
、日
本
の
実
務
家
を
中
国
・

国
家
法
官
学
院
に
派
遣
す
る
こ
と
を
目

指
し
ま
す
。
ま
た
法
官
学
院
で
は
、本
学

の
法
学
部
学
生
や
法
科
大
学
院
と
の
交

流
、さ
ら
に
、本
学
を
日
本
の
窓
口
と
し

て
、日
本
の
裁
判
所
な
ど
で
の
研
究
・
研

修
を
希
望
し
て
い
ま
す
。
 

　
福
岡
大
学
が
結
ぶ
交
流
協
定
先
は
、こ

れ
で
12
カ
国
26
大
学
1
機
関
に
な
り
ま

し
た
。
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法律研究部が「模擬裁判劇」を公演 

　7月1日、有朋会館3階大ホールにて学術文化部会法律研究部に

よる模擬裁判劇「性同一性障害」の公演が行われました。

現代社会において問題となっているテーマを、裁判劇というスタイル

で社会に強く訴えるものです。

　同部での最大行事でもある模擬裁判劇も今年で16回目を数え、

今回は「性同一性障害者の性別の取扱いの特例に関する法律」

が平成16年7月に施行されたことを受け、性同一性障害者の性別

変更に関する問題を取り上げました。

三好 立医学部助手が世界肺癌学会で 
優秀研究に選ばれる 

課外活動の優秀な成績者を表彰 

　8月4日、課外活動の優秀な成績者に対する表彰式が行われま

した。陸上競技部7人、水泳部1人、重量挙部1人、ソフトボール部

1人の計10人に対して、中原一学生部長から表彰状と褒賞金が

手渡されました。皆さん、おめでとうございます！

ユニバーシアード・イズミル大会にて 
サッカー男子が世界大会3連覇の偉業を達成 
 　2005夏季ユニバーシアード（トルコ・イズミル）・サッカー男子決勝
で、本学スポーツ科学部乾真寛助教授が監督を務める日本代表チ

ームが強豪イタリアを下し、史上初のユニバ3連覇を達成しました。

同大会には本学サッカー部からスポーツ科学部4年次生の高橋大

輔さん、衛藤裕さん、登尾顕徳さん、同3年次生の赤星拓さんの計4

人が出場し、優勝に大いに貢献しました。おめでとうございます！

「花嶋環境基金」の奨学金を授与 

　花嶋正孝名誉教授（工学部土木工学科、現社会デザイン工学

科）の在職中研究資金などを基に設立された「花嶋環境基金」の

平成17年度奨学生、溝田景子さん（社会デザイン工学科3年次生）、

川島貴幸さん（同3年次生）、西原敬人さん（土木工学科4年次生）、

ハンダヤ二 リリー シスカさん（大学院、資源循環・環境工学専攻2

年次生）の4人に対し、7月13日、大和竹史工学部長から奨学金の

授与が行われました。栄誉に輝いた皆さんの一層の勉励に期待し

ます。

　6月30日、60周年記念館ヘリオスホールにて平成17年度福岡大

学特待生の表彰式が行われました。

　学業成績ならびに品行の特に優秀な学生として選ばれた88人が

表彰されました。皆さん、おめでとうございます！

平成17年度福岡大学特待生を表彰 

　10月4日、平成17年度秋季の大学院学位記授与式が挙行され、

学位取得者16人（修士学位１人、博士学位15人）に学位記が授与

されました。皆さん、おめでとうございます。

大学院学位記授与式を挙行 

　本学医学部第一外科（池田靖洋教授）の安波洋一助教授らの

研究グループは、独立行政法人理化学研究所との共同研究で、重

症糖尿病の治療方法である膵島細胞移植の際に起こる拒絶反応

の仕組みを解明し、さらに、リンパ球の一種であるＮＫＴ細胞の機能

を制御することにより、移植の際の拒絶反応を制御することに世界

で初めて成功しました。

　国内に約10万人ともいわれる重症糖尿病患者がインスリン注射

から解放される方法の一つとして注目されている膵島細胞移植は、

臓器移植に代わる治療法として注目されており、今回の研究成果が、

糖尿病治療に画期的な進歩をもたらすものといえます。

重症糖尿病に新たな治療法が 

　大学の一体感を醸成すると同時に、本学の統一されたイメー

ジを積極的に広く社会に伝えるため、福岡大学の校名ロゴタイ

プおよびスクールカラーの基準色を下記のとおり、決定しました

のでお知らせします。

　各部署で印刷物など学外に発信するものに、校名ロゴタイプ

およびスクールカラーを利用してください。

　また、校名ロゴタイプおよびスクールカラーの基準色の清刷

りは広報課で作成し、配付する予定です。

　ご不明な点は、広報課（内線4635）までお問い合わせください。

　印刷会社等に発注する際は、表示色を指示してください。

　ただし、印刷するもの（紙・布・プラスチックなど）の種類によ

って、色合いが変わります。

　また、印刷物でも文字のバックの色が濃い場合も同様なこと

がいえますので、表示色はあくまで基準と考えてください。

校名ロゴタイプおよび 
スクールカラーの基準色の 

決定について 「地域と大学との懇話会」を開催 

　10月1日、本学の東京事務所が入居しているビルの名称が下記

のとおり変更されました。

東京都港区虎ノ門二丁目９番１４号　郵政福祉虎ノ門第１ビル４階

　（所在地の変更はなし）

東京事務所の入居ビル名称が変更 

（手前左から）溝田さん、ハンダヤ二さん、西原さん、川島さん

金メダルを胸に
優勝報告する
サッカー部監督と
代表選手たち
（左から）乾助教授、
高橋さん、衛藤さん、
登尾さん、赤星さん
山下学長

　7月5日、本学文系センター棟2階第一会議室にて「第７回地域と

大学との懇話会」が開催されました。山下学長をはじめとする本学関

係者と、片江、長尾など大学周辺5地区の代表者らが出席し、活発な

意見交換が行われました。

　本学の地域ネット福大オフィスが、地域にとってありがたい窓口で

あり、今後、大学から地域への積極的な情報の提供を望む意見が出

されました。また、地域の夏祭りや子供会等への本学学生の積極的

な参加に対し謝辞が述べられ、本学教員による出前講座を要望する

声も寄せられました。

　本学では、地域との連携を図っていくことが大学の価値を高めて

いくものと考えており、これからも連携を強化していきます。

　7月にスペインのバルセロナで開催された第11回世界肺癌学会に

おいて、本学医学部第二外科

の三好 立助手が発表した「The 

role of cigarette smoking in 

the development of small 

primary lung adenocarcinoma」

が優秀研究に選ばれました。

「福岡大学」の校名ロゴタイプ 
 正門用に揮毫された文字です。
ただし、使用する場合は横書きのみです。

スクールカラーの基準色 
 えんじ色 
表示色 

　・4色かけ合わせ　C:45　M:100　Y:100 

　・特色　　　　　DIC:F131
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く

【
第
二
記
念
会
堂
と
1
号
館
】 

行

る
見

く
歩

る

利
用
す

印刷： 凸版印刷株式会社 

　
『B

ecause it is there.

』（
そ
こ
に
山
が
あ
る
か
ら
）。

　
三
度
も
エ
ベ
レ
ス
ト
に
挑
ん
だ
イ
ギ
リ
ス
の
登
山
家
、ジ
ョ

ー
ジ
・
マ
ロ
リ
ー
は
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
「
ど
う
し
て
エ
ベ
レ
ス
ト
に
登
る
の
か
？
」
と
の
質

問
に
、そ
う
答
え
た
そ
う
で
す
。

　
ま
さ
に
登
山
家
の
信
念
の
よ
う
な
も
の
を
表
す
こ
の

言
葉
に
は
、畏
敬
の
念
を
超
え
、畏
怖
す
ら
覚
え
る
の
は

凡
人
で
あ
る
が
故
か
。

　
今
回
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
〜
若
き
福
大
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
、そ
の
道

の
途
中
か
ら
〜
」
で
紹
介
し
た
重
川
英
介
氏
は
、取
材
の

翌
日
、ネ
パ
ー
ル
に
向
け
出
発
し
ま
し
た
。

　
そ
の
人
な
つ
っ
こ
い
表
情
と
は
裏
腹
に
、氏
の
人
並
外
れ

た
体
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、あ
ら
ゆ
る
も
の
が
溢
れ
、欲

す
る
も
の
を
苦
も
な
く
手
中
に
で
き
る
世
の
中
で
、敢
え

て
自
ら
困
難
に
立
ち
向
か
う
そ
の
精
神
力
は
、常
人
に
は

計
り
知
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、ま
っ
た
く
敬
服
せ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。
や
や
も
す
る
と
現
状
に
甘
ん
じ
よ
う
と
す
る
我

が
身
に
は
本
当
に
眩
し
く
映
り
ま
し
た
。

　
こ
の
編
集
後
記
を
書
い
て
い
る
最
中
、第
一
次
ア
タ
ッ
ク

隊
員
と
し
て
、重
川
氏
が
ギ
ャ

チ
ュ
ン
カ
ン
登
頂
に
成
功
し

た
と
の
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん

で
き
ま
し
た
。
南
西
稜
ル
ー

ト
か
ら
の
登
頂
は
、世
界
で

初
め
て
と
の
こ
と
。ま
た
も
や
、

偉
業
を
成
し
遂
げ
ら
れ
ま

し
た
。
本
当
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
真
っ
黒
に
雪
焼
け
し
た
元

気
な
顔
で
、ど
う
ぞ
ご
無
事

に
帰
国
さ
れ
ま
す
よ
う
に
。

〒814-0180 
福岡市城南区七隈八丁目19-1 
 TEL092-871-6631（代） 
http://www.fukuoka-u.ac.jp/

編集・発行 
福岡大学広報委員会 

図書館

キャンパスのユニークスポットを、
あまり知られていないエピソードを交えて紹介。

これを読んだら行きたくなる！ 

約160万冊という、西日本屈指の蔵書数を誇る図書館。
あまり知られていませんが貴重書のコレクションでも有名
です。たとえば「グリム童話集原本」「ローマ法大全」な
どなど。これらは学内外で定期的に公開されています。ま
た画像データとして図書館ホームページでも見ることが
できます。

オアシス
8号館の1階ラウンジ「オアシス」、行ったことがありますか。
ちょっとわかりにくい入口ですが、中は広々。大きな窓から
の、キャンパスの眺めが素敵です。販売されている飲食
物も多彩で、なにより学食とはひと味違う「大人の落ち着
き」が魅力です。

　
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
は
、資
格
取

得
や
基
礎
学
力
向
上
の
た
め
の
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。ま
た
、卒
業
生
や

一
般
社
会
人
と
と
も
に
受
講
す
る
市
民
の
た

め
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
、生
涯
学
習
支
援
な
ど
の

講
座
も
開
講
し
て
い
ま
す
。
よ
り
実
践
的
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し
、実
社
会
へ
、自
信
を

も
っ
て
踏
み
出
せ
る
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
皆
さ
ん
お
気
軽
に「
福
岡
大
学
エ
ク
ス
テ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
を
訪
れ
て
く
だ
さ
い
。ス
タ
ッ

フ
が
親
身
に
な
っ
て
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。き
っ

と
あ
な
た
の
未
来
が
見
つ
か
り
ま
す
。

知
っ
て
る
と
こ
ろ
、知
ら
な
い
と
こ
ろ
、広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
は
宝
の
山
。 

君
も
福
大
生
な
ら
す
べ
て
を
体
験
し
よ
う
。

　
1
9
7
5
年
に
完
成
し
た
鉄
筋
４

階
建
て
の
建
物
。
メ
イ
ン
フ
ロ
ア
は

3,
6
0
0
　
で
、観
覧
席（
2,
9
6
0

人
収
容
）を
含
め
約
１
万
人
を
収
容

で
き
、体
育
授
業
は
も
ち
ろ
ん
大
学
行

事
、試
合
、練
習
な
ど
多
目
的
に
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、25
の
研
究
室

を
は
じ
め
、各
種
実
験
・
測
定
室
、ト
レ
ー

ニ
ン
グ
室
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
な

ど
が
あ
り
、さ
ら
に
、体
操
ピ
ッ
ト
棟
と

ス
カ
ッ
シ
ュ
ラ
ケ
ッ
ト
棟
も
隣
接
さ
れ
、

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
の
拠
点
で
す
。

　
Ａ
棟
の
と
な
り
に
あ
る
1
号
館
は
、

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
全
部
で
14
棟
あ
る
号

館
の
ひ
と
つ
で
、最
も
古
く
昭
和
34
年

の
竣
工
。
大
教
室
が
多
く
、在
学
生
に

は
お
な
じ
み
の
建
物
で
す
。
1
2
3

番
教
室
な
ど
大
教
室
を
利
用
し
て
の

講
演
会
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
多
く
開

催
さ
れ
ま
す
。ま
た
、公
開
模
試
や
学

術
講
座
な
ど
の
会
場
と
し
て
、一
般
に

広
く
開
放
さ
れ
る
機
会
が
多
い
の
も

特
徴
で
す
。

▲重川英介氏を取材するFD編集スタッフ

　
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
以
外
の
み
な
さ

ん
に
と
っ
て
、一
番
の
印
象
は
入
学
式
・

卒
業
式
か
も
。
少
し
の
不
安
と
た

く
さ
ん
の
喜
び
に
あ
ふ
れ
た
4
月
、

惜
別
の
想
い
と
出
発
へ
の
期
待
に
満

ち
た
3
月
。
道
路
を
渡
っ
て
陸
上
競

技
場
前
を
通
り
、ゆ
っ
く
り
と
登
っ

て
い
く
道
の
り
と
第
二
記
念
会
堂
は
、

誰
も
が
忘
れ
が
た
い
青
春
の
思
い
出

で
す
。

　
1
号
館
と
聞
け
ば
、皆
さ
ん
が
最
初

に
思
い
出
す
の
は
就
職
・
進
路
支
援
セ
ン

タ
ー
か
も
。
毎
年
1
・
2
・
3
年
次
生
を

対
象
に
し
た「
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
や
「
就

職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
、「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」

な
ど
で
入
学
直
後
か
ら
お
世
話
に
な
る

（
な
り
た
い
）セ
ン
タ
ー
で
す
。
個
別
相
談

か
ら
各
種
対
策
講
座
ま
で
き
め
細
か
に

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。ど
う
ぞ
気
軽
に

立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
い
。

▲エクステンションセンター

m2

「
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」


